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前見返し 4

海の恩恵に感謝するとともに、海洋国日本の繁栄を願う
「海の日」が制定され、今年は20回目を迎えます。このよ
うな節目の年に「海事レポート」を皆様にお届けできるこ
とを大変喜ばしく思うと同時に、今年をぜひとも海への関
心を一層高めるための年にしたいと決意を新たにしている
ところです。

我が国では今、人口減少、少子高齢化、国際競争の激化
など社会経済情勢が大きく変化する中で、こうした変化を
克服し、日本経済を本格的な成長軌道に乗せるとともに、
地域の活性化につなげていくことが求められています。海
事分野においては、パナマ運河拡張や北米におけるシェー
ルガス開発の進展、海洋資源開発市場の成長、昨年過去最
高の1,341万人に上った訪日外国人旅行者数のさらなる飛
躍的拡大など、成長をもたらす変化も見込まれており、こ
れを確実に『稼ぐ力』につなげることが海事産業の浮沈の
鍵を握っていると言っても過言ではないと考えます。

『未来を拓く、海が拓く』－この副題は、日本の経済や
国民の暮らしを支える海事産業が、引き続きその役割を果
たしつつ、自らが成長産業となって経済再生・地方創生に
貢献することを念頭に名付けました。海事産業が先頭に
立って、我が国の未来を切り拓いていく、そうした気概を
持って今後の海事行政をすすめて行きたいと思っておりま
す。
最後になりますが、本書は海事行政を分かりやすく表現

し、幅広い方々にお読み頂ける内容とするよう心がけまし
た。本書が読者の皆様にとって、「海」や「船」に対して
関心を持って頂くきっかけとなれば幸いです。

国土交通省海事局長 森重俊也
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